日本の大学生が書く英語の問題点－日本の英語教育の視点から by 前田, 浩 & Maeda, Hiroshi
新島学園短期大学紀要　第32号　１頁－17頁　2012
1
日本の大学生が書く英語の問題点
―日本の英語教育の視点から
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Japanese College Students Write
－ From the Point of View of English Language Teaching in Japan
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要　　　旨
日本人学習者が書く英語には特徴的な問題点がある。本稿では，日本人大学生
が書く英語の問題点を取り上げ，その問題点を日本の英語教育という観点から考
察する。
Abstract
There seem to be some typical problems with the English that Japanese
students of English write.  In this article I will take up as an example the English
that Japanese college students write and will consider the problems with it from
the point of view of English language teaching in Japan.
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０．はじめに
日本人英語学習者が書く英語を見ていると（１）のような特徴的な問題点があるこ
とに気づく。
（１）ａ．同一の意味を表す複数の英語表現があり，一方は英語母語話者が普通に
用いる「使用頻度が高い表現」で，他方は「使用頻度が低い表現」であ
る場合に，日本人英語学習者は使用頻度の低い表現を習得している。
ｂ．様々な文献で，誤用ないしは不自然な表現だと指摘されているにもかか
わらず，日本人英語学習者は，母語の日本語の干渉から，そのような表
現を習得している。
ｃ．英語母語話者が普通に用いる表現であるにもかかわらず，日本人英語学
習者がそのような表現をまったく習得していない。
本稿では，大学生が書く英語に関して（１）のような問題点について考察する。大学
生の代表として私が非常勤講師として教えている都留文科大学の英文学科の学生を取
り上げ，「英作文Ⅰ」の講義１）で実施している「英作文基礎力診断テスト」の英訳結
果から，問題点の具体的な検証を行う。さらに，その結果を日本の英語教育の視点か
ら考察する。
１．英作文基礎力診断テスト
「英作文基礎力診断テスト」は10題からなる和文英訳のテストであり，具体的な英
訳課題は（２）のようである。以下，（2a）－（2j）の課題をそれぞれ順に「課題
１」－「課題10」と呼ぶことにする。
（２）ａ．英語がしゃべれますか。
ｂ．野茂は英語が少し理解できます。
ｃ．私は歩いて学校へ行きます。
ｄ．猫が好きですか。
ｅ．これぐらいの大きさですか。
ｆ．コーヒー党ですか，紅茶党ですか。
ｇ．私は京都に５年住んだことがあります。
ｈ．駅へはどうやって行ったらいいのですか。
ｉ．父は私の宿題を手伝ってくれました。
ｊ．私は大学を卒業して２年後に教師になりました。
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課題の日本語は文脈を与えていないので，典型的には（1e）の課題５のように意味が
曖昧なものも含まれ，出題に若干問題があるが，それは自由に解釈し解答してもらっ
た。その結果「英作文Ⅰ」の２クラスでちょうど50の解答を得た。２）
２．課題１：「英語がしゃべれますか。」
２．１．課題１の出題意図
課題１では，「しゃべれますか」という「可能」の意味を直訳し，学生の多くが
Can you...? を用いると思われるが，Can you...? は不適切で，Do you...? が適切である
ことを知っているかが出題意図である。
バーダマン（2002: 12－13）は（３）のどちらの聞き方をしても，英語母語話者は
理解できるが，（3a）が正しくないという主旨の記述をしている。
（３）ａ．Can you speak English?
ｂ．Do you speak English?
（3a）には，「～する能力・資格があるか？」と，人間を評価しているようなニュアン
スがあるので，通常のシチュエーションでこういう聞き方は失礼だと解説している。
２．２．課題１の英訳結果と考察
課題１の当該部分の英訳結果を（４）に提示する。
（４）ａ．Can you...?：40人［80%］
ｂ．Do you...?：７人［14%］
ｃ．その他：３人［６％］
予想通り，Can you...? を用いた学生が40人［80%］と多いのに対し，Do you...? を用
いた学生は７人［14%］と極めて少なかった。日本語の「レル・ラレル」という可能
表現に影響を受けたことと，上記のような言語事実が指導されていないことが推測さ
れる。
３．課題２：「野茂は英語が少し理解できます。」
３．１．課題２の出題意図
野茂の全盛時代，大リーグの中継をテレビで見ていたとき，現地のアナウンサーが
「野茂は英語が理解できるのか」という主旨の質問に，（５）のように答えていた。
前　田　　　浩
4
（５）Nomo understands a little English.
このように日本語では「英語を少し理解する」と副詞で表現される情報を，日本語で
言うなら「少しの英語を理解する」のように，英語では形容詞に変換し，目的語の名
詞を修飾することで処理する場合が多い。この事実を知っているかが課題２の出題意
図である。
小笠原（1997: 30－31）は，大学生のほとんど全員が，（6a）のように言うが，これ
は Kenich can speak English―a little. のような気持ち，つまり「健一は英語が話せま
す―もっとも少しだけですけれど」というように後に付け足す感じで言う場合である
ことが多く，このように付け足して言うのでなければ，普通は（6b），（6c）のよう
に言うとしている。
（６）ａ．Kenichi can speak English a little.
ｂ．Kenichi can speak a little English.
ｃ．Kenichi speaks a little English.
また，緒方（1998: 10－11）も（７）のような類例を挙げ，日本人は（7a）をよく
使うが英語母語話者は（7b）をよく使うことを指摘している。
（７）ａ．I watch TV a lot.
ｂ．I watch a lot of TV.
３．２．課題２の英訳結果と考察
課題２の当該部分の英訳結果を（８）に提示する。なお，括弧内は該当人数に含め
た類例（誤用例も含む）とその人数を表す（以下同様）。
（８）ａ．understand English a little：47人［94%］（a little bit：３，little：３を
含む）
ｂ．understand a little English：２人［４％］
ｃ．その他：１人［２％］
予想通り，understand English a little を用いた学生が47人［94%］と多いのに対し，
understand a little English を用いた学生は２人［４%］と極めて少なかった。日本語
の文法構造に影響を受けたことと，上記のような言語事実が指導されていないことが
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推測される。
４．課題３：「私は歩いて学校へ行きます。」
４．１．課題３の出題意図
「～で～に行く」という交通手段を表す表現を英訳する際，日本人英語学習者は
go to...by...という「go＋交通手段を表す表現」で表すが，英語では，go ではなく，
その交通手段に対応する動詞を用いて表現する方が普通であるように思われる。
具体例として，緒方（1998: 14－15）の例を（９）に挙げることにする。
（９）ａ．You are going to Sapporo by plane.
ｂ．You’re flying to Sapporo.
緒方は（９）の例に対して（10）のように説明している。
（10）「行く」は go で，交通手段はbyを用いると学校で習うので，「飛行機で行
く」はすべて go by plane とする日本人が多くいます。しかし，より自然な
表現として fly をネイティブはよく使います。日本語で「～へ飛ぶ」という
のと同じ感覚です。同様に，go by car は drive，go on foot は walk，go by
bicycle は ride one’s bicycle を使います。
また，小笠原（1997: 213）は，（11）の例を挙げ，「歩く」にしろ「歩いて行く」に
しろ，これは動詞 walk で表せばよいのに，学生は go to ～ on foot という形を使って
いるとしている。
（11）ａ．Ichiro goes to school on foot.
ｂ．Ichiro walks to school.
さらに，小笠原は，（11a）はめったに使う必要のない表現であり，英米人が日常使っ
ている表現は（11b）の方だ，と述べている。このように，交通手段を表すときに，
go ではなく，交通手段に対応した動詞を使えるかが課題３の出題意図である。
４．２．課題３の英訳結果と考察
課題３の当該部分の英訳結果を（12）に提示する。なお，「その他」の後の括弧内
はその具体例とその人数を表す（以下同様）。
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（12）ａ．go to school on foot：29人［58%］（by walk：８，for walk：１，by
walking：２，by foot：１，by feet：１，on feet：１，on my foot：１
を含む）
ｂ．walk to school：19人［38%］
ｃ．その他：２人［4%］（walk to school by foot：１，walk to go to
school：１）
予想通り，go to school on foot を用いた学生が29人［58%］と比較的多いのに対し，
walk to school を用いた学生は19人［38%］と比較的少なかった。日本語の発想に影
響を受けたことと，上記のような言語事実が十分指導されていないことが推測され
る。
５．課題４：「猫が好きですか。」
５．１．課題４の出題意図
日本語の「猫」は英語で cat であると習うが，それを実際に英語で使用する際は，
話者が意図する意味に応じて，単数形にするのか複数形にするのか，また，不定冠詞
をつけるのか定冠詞をつけるのかそれとも無冠詞にするのかが重要になって来る。例
えば，「猫が好きですか」というような文では「猫」が一般的な意味を表しているた
め，cat は（13d）のように，cats と無冠詞複数形を取るのが正しい。
（13）ａ．Do you like cat?
ｂ．Do you like a cat?
ｃ．Do you like the cat?
ｄ．Do you like cats?
ｅ．Do you like the cats?
（13a）は cat を不可算名詞と捉えているため，文法的な解釈をするなら「猫の肉」に
なり，不適切である。（13b）は「一匹の猫が好きですか」あるいは「特定の猫が好
きですか」という奇妙な意味の英語になり，（13c）は第二義的には総称的意味の解釈
を許すが，第一義的には話し手と聞き手の間で了解済みの特定の猫を表す。（13e）の
形はごくまれに総称表現として用いられることがあるが，３）普通は特定の猫のすべて
を指す場合に用いられる。このように，名詞の単数・複数，名詞と冠詞との関係をき
ちんと意識しているかをみるのが課題４の出題意図である。
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５．２．課題４の英訳結果と考察
課題４の当該部分の英訳結果を（14）に提示する。
（14）ａ．cat：７人［14%］
ｂ．a cat：11人［22%］
ｃ．cats：32人［64%］
さすがに英文学科の学生の英訳であるので，このレベルは理解できている学生が多く，
32人［64%］の学生が正解した。それでも，（14a）の初心者が犯す誤りを犯した学生
が７人［14%］，（14c）の誤りを犯した学生が11人［22%］いたことから，名詞の単
数・複数，名詞と冠詞との関係がまだ十分理解されていないことが明らかになった。
原因として，冠詞がない日本語に干渉されたことや上記のような言語事実が十分指導
されていないことが推測される。
６．課題５：「これぐらいの大きさですか。」
６．１．課題５の出題意図
前田（2009: 47－48）で指摘したように，日本の英語教育では「これ」という意味
の指示代名詞の this と「この」という意味の指示形容詞の this は中学校で教えられ
ているが，「こんなに」「このぐらい」という意味の副詞の this は何故かまったく教
えられていないように思われる。この this が使いこなせる学習者がどの程度いるの
かを見るのが課題５の出題意図である。
６．２．課題５の英訳結果と考察
課題５の当該部分の英訳結果を（15）に提示する。なお，１人が複数の解答をした
場合は合計人数が50人を越える場合がある（以下同様）。
（15）ａ．this size：30人［60%］
ｂ．this big：４人［８%］
ｃ．その他：10人［20%］
ｄ．無回答：７人［14%］
this size を用いた学生が30人［60%］と多いのに対し，this big を用いた学生が４人
［８%］と極めて少なかった。この大学生の中には，実は，フィリピンで生まれ育ち，
日本の高校を卒業した学生が２人含まれているのだが，４人中２人はこの学生だった
点が興味深い。フィリピンで英語を習得した学生はこの副詞の this を習得している
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が，日本で英語を学習している学生でこの this を習得している学生は極めて少ない
という事実が浮き彫りになった。４）日本で副詞の this がほとんど教えられていない
ことが確認された。当然，その理由は検定教科書で取り上げられていないからである
という結論に達する。
７．課題６：「コーヒー党ですか，紅茶党ですか。」
７．１．課題６の出題意図
生産性のある表現の一つに～person がある。例えば，イーオン教育企画部編
（1994: 30）に，（16）のような記述がある。
（16）この“～person”の形はほかにもいろいろな使い方ができます。たとえば
“I’m a coffee person”といえば「コーヒー党」，“I’m a cat person.”といえ
ば「猫派」の意味。“morning”⇔“night”，“coffee”⇔“tea”，“cat”⇔
“dog”など，対照的ないくつかの好みや「～派」を区別するときに良く使
われます。
課題６はこの person を使えば，簡単に（17）のように英訳できるが，この表現を使
える学習者がどのぐらいいるかを見るのが出題意図である。
（17）Are you a tea person or a coffee person?
７．２．課題６の英訳結果と考察
課題６の英訳結果を（18）に提示する。
（18）ａ．Do you like coffee or tea?：５人［10%］（café or tea：１を含む）
ｂ．Do you prefer coffee to tea?：１人［２%］
ｃ．Would you like coffee or tea?：１人［２%］
ｄ．Which do you like, coffee or tea?：26人［52%］（Which drinks：１，a
coffee or tea：１，a coffe or a tea：１，cofee or tea：２，a cup of
coffee or a cup of tea：１を含む。ミススペリングはそのままにしてあ
る（以下同様））
ｅ．Which do you like to drink, coffee or tea?：１人［２%］
ｆ．Which do you like better, coffee or tea?：６人［12%］
ｇ．Which do you prefer coffee or tea?：３人［６%］（coffe or tea：１，
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some coffee or tea：１を含む）
ｈ．その他：７人［14%］（Are you belong to the coffee side or the tea
side?：１，Are you a coffee faction or a tea faction?：１，Are you for
coffee or for tea?：１，Do you prefer to coffee or tea?１：Do you
preferer tea, or do you preferer coffee?，：１，Do you prefer to drink
coffee rather than drink tea?：１，Which do you like coffee, or tea the
best?：１）
ｉ．無回答：１人［２%］
（18a）から（18g）の43人［86%］が like や prefer を用いて表現しているが，person
を用いて英訳をした学生は０人［０%］だった。（18h）の「その他」の中の a coffee
faction or a tea faction が発想としては a coffee person or a tea person に近いが，「党」
を和英辞典で調べなにも考えずに使用した，いわば「直訳表現」に終始しているのが
残念である。～person は，生産性が高く，学校でもっと教えられても良い表現のよ
うに思われるが，この結果からすると，学校で指導がまったくなされていないという
帰結に至る。
８．課題７：「私は京都に５年住んだことがあります。」
８．１．課題７の出題意図
現在完了形が表す意味の一つに「経験」があるので，「私は京都に５年住んだこと
があります。」という課題文を見ると，「経験」と判断し，現在完了形で英訳しがちだ
が，これを（19）のように英訳すると，いわゆる「継続」の意味になり，現在までの
５年間京都に住んでいることを表すことになる。５）
（19）I have lived in Kyoto for five years.
課題文の「５年」は「現在までの５年間」ではなく「全体が過去に属する５年間」な
ので，過去の出来事は，（20）のように，単純過去形で表現すればよい。
（20）I lived in Kyoto for five years.
このことがわかっているかが課題７の出題意図である。
８．２．課題７の英訳結果と考察
課題７の当該部分の英訳結果を（21）に提示する。
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（21）ａ．have lived：25人［50%］
ｂ．have been living：１人［２%］
ｃ．lived：３人［６%］
ｄ．had lived：20人［40%］（had live：１を含む）
ｅ．had been：２人［４%］
予想通り，（21a）のように，現在完了形を用いて英訳した学生が25人［50%］と半数
を占めた。（21b）の現在完了進行形を用いて英訳した学生１人［２%］を含めると26
人［52%］と，過半数に上る。これに対して，（21c）のように，単純過去形を用いて
英訳した学生は３人［６%］と極めて少なかった。（21d）や（21e）のように，過去
完了形を用いて英訳した学生もあわせて22人［44%］もおり，過去完了形の本質が理
解されていないことも浮き彫りになった。これらの結果から考えられるのは，例えば，
「～したことがある→経験→現在完了」という思考過程のように，用いる述語動詞の
形を日本語の字面から判断して選択しているということである。時間の線（time line）
などを用いて時間軸上のどこで出来事が生じているのかといった，図を用いた視覚的
な指導が不足していることが推測される。
９．課題８：「駅へはどうやって行ったらいいのですか。」
９．１．課題８の出題意図
課題８の出題意図は３つある。以下，分けて説明する。
９．１．１．課題８の出題意図１
日本人は「駅」という日本語からすぐ station という英語を連想し，「駅＝station」
と考えがちである。この等式が必ずしも間違いであるとまでは言わないが，station
には曖昧性がある。私がイギリスのある町で経験した事例を報告する。駅へ行こうと
思い、道行く婦人に（22a）のように尋ねると，（22b）のように聞き返されたことが
ある。
（22）ａ．Could you tell me how to get to the station?
ｂ．You mean “the railway station?”
この（22b）の反応から，① station は意味が曖昧である，② station は「鉄道の駅」
を意味するのが最も普通である，という２つの事実がわかる。Station という語を，
例えば，『ジーニアス』で調べると，（23）のように様々な意味があり，どれも文脈が
あり省略されれば単に station と表現される可能性がある。
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（23）ａ．a police station
ｂ．a fire station
ｃ．a filling［gas, （英）petrol］ station
ｄ．a TV［radio］ station
したがって，（22b）の反応から，station は「鉄道の駅」を意味するのが最も普通で
あるが，「鉄道の駅」は文脈上自明でない限り，（英）では railway station を，（米）
では train［railroad］station を用いるのが誤解を生まず確実であるという事実を学
習者が知っているかが課題８の出題意図１である。
９．１．２．課題８の出題意図２
課題８の出題意図２は，日本語では「駅への行き方」と「行く」という動詞を用い
るが，英語では「進むこと」ではなく「到達すること」に視点があるのでgo（行く）
ではなく，get（着く）を用いるのが普通であるという事実を学習者が知っているか
である。
９．１．３．課題８の出題意図３
一般に日本語の「教える」は teach であると教えられるが，「道を教える」という
ときの教えるには teach は使えず，tell か show を用いる。Tell は「告げる」という
原義から，「口頭で教える」ことを意味し，show は「示す」という原義から「ジェ
スチャーを用いたり，地図を描いたり，しばしば，道案内して教える」ことを意味す
る。
木塚（2010: 60－61）は（24）の例を挙げ，（25）のように説明している。
（24）ａ．*Please teach me how to get to Tokyo Station.
ｂ．Please tell me how to get to Tokyo Station.
（25）日本語で「教える」と言っても，teach は「知識・技能を習得させる」の意
ですので，「（道の行き方などを）教える」ときには使えません。この場合は，
tell が用いられます。Show にも「教える」の意味がありますが，これは
「いっしょに行って教える」という意味があるので，知らない人に道を尋ね
るには不適切です。
Tell と show のこのような相違を理解したうえで，課題８のように人にものを頼む場
面では，「できるだけ相手に負担をかけない」という，コミュニケーション上の暗黙
のルールに基づき，tell を用いるのが適切であるという事実を学習者が知っているか
が課題８の出題意図３である。
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９．２．課題８の英訳結果と考察
９．２．１．課題８の出題意図１に関して
課題８の出題意図１に関する当該部分の英訳結果を（26）に提示する。
（26）ａ．station：47人［94%］
ｂ．train station：１人［２%］
ｃ．無回答：１人［２%］
ｄ．不明：１人［２%］
予想通り，単に station と英訳した学生が47人［94%］とほとんどであったのに対し
て，train station と英訳した学生はわずかに１人［２%］（railway station や railroad
station という英訳も０人［０%］）であった。日本人英語学習者の中にはやはり
「駅＝station」という意識が強くあるものと思われる。Station という語が曖昧であ
るという言語事実はほとんど指導されていないことが推測される。
９．２．２．課題８の出題意図２に関して
「駅への行き方」は the way to the railway［train, railroad］ station と the way を
用いて英訳できるが，このように英訳した学生と，無回答，その他に該当する学生を
除く40人の学生の当該部分の英訳を結果を見ると（27）（パーセンテージは40人を
100%として計算してある）のようになる。
（27）ａ．how to go：16人［40%］
ｂ．how to get：24人［60%］（toがない解答２を含む）
予想に反し，この部分に関しては，goを用いて英訳した学生は16人［32%］と比較的
少なく，きちんと get を用いて英訳した学生は24人［48%］と比較的多かった。この
ことから，「行き方」の英訳に関しては十分とまでは言えないものの，ある程度指導
がなされているものと推察される。
９．２．３．課題８の出題意図３に関して
課題８の当該部分は How can I...?などの文型を用いれば「教える」をいちいち英訳
せずに済む。このような文型を用いて英訳した26人［52%］の学生を除いた24人
［48%］の学生の英訳結果を（28）に提示する（パーセンテージは24人を100%にして
ある）。
（28）ａ．show：０人［０%］
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ｂ．tell：24人［100%］
予想に大きく反し，show を用いた学生は皆無（０人［０%］）であり，全員（24人
［100%］）が tell を用いて英訳した。ここで問題となっている言語事実はきちんと指
導されているように思われる。
10．課題９：「父は私の宿題を手伝ってくれました。」
10．１．課題９の出題意図
日本人英語学習者は英語の語彙の意味を訳語で覚えるため，その影響で誤文を作り
出してしまう場合がある。例えば，help という語を「助ける」や「手伝う」という
訳語で覚えるが，「手伝う」という訳語の場合「母を手伝う」「宿題を手伝う」という
ように人や物を目的語（英語的な視点で言った場合）に取ることができるが，help
の場合，当該の意味では，人のみを目的語に取り，物を目的語に取ることができな
い。
菊間（2011: 181－182）は日本人がわかっているようでわかっていない表現に help
があることを指摘し，（29）の例を挙げ，（30）のように説明している。
（29）ａ．I’ll help you with your sales report.
ｂ．*I’ll help your sales report.
（30）help の目的語には，手伝うモノではなく，人を表す単語を使います。そし
て手伝うモノを表す単語の前に with を使い，help you with your sales
report と言います。
この help に関する言語事実を英語学習者が知っているかが課題９の出題意図である。
10．２．課題９の英訳結果と考察
課題９の当該部分の英訳結果を（31）に提示する。
（31）ａ． help my homework：10人［20%］
ｂ．help me with my homework：23人［46%］（my がない解答１を含む）
ｃ．help me to do my homework：４人［８%］
ｄ．help me do my homework：５人［10%］（my がない解答２を含む）
ｅ．その他：７人［14%］（help with my homework：２，help me my
homework：１，help me to my homework：２，help me for my
homework：１，help me in my homework：１）
前　田　　　浩
14
ｆ．無回答：１人［２%］
予想に反し，help my homework を用いた学生が10人［20%］と比較的少ないのに対
し，help me with my homework を用いた学生は23人［46%］と多かった。頻度は劣
るが文法的に正しい（31c）や（31d）を用いた学生も両者合わせて９人［18%］に達
する。このことからも，help の語法・文型に関しては，十分ではないにしてもある
程度きちんと指導がなされているものと推察される。
11．課題10：「私は大学を卒業して２年後に教師になりました。」
11．１．課題10の出題意図
金子（1991: 22－24）は「家を出て５分ばかりしたら雨が降ってきた」は（32）の
ような英語で表現すべきものであることを指摘している。
（32）It began to rain about five minutes after I left home.
金子はさらに，この about five minutes after I left home がりっぱに書ける人は相当英
語に慣れているとみなして差し支えない。この表現もまた日本人学生の苦手とするも
のの１つなのである，と述べている。「～して…後」に相当する英語表現が書けるか
が課題10の出題意図である。
11．２．課題10の英訳結果と考察
課題10の当該部分の英訳結果を（33）に提示する。
（33）ａ．after two years：14人［28%］
ｂ．two years later：７人［14%］
ｃ．in two years：１人［２%］
ｄ．two years after：10人［20%］
ｅ．その他：12人［24%］
ｆ．訳出できず：３人［６%］
ｇ．無回答：２人［４%］
ｈ．不明：１人［２%］
（33b）を用いて２文にし，うまく訳した学生もいたが，（33a）を用いて１文で訳そ
うとし，にっちもさっちもいかなくなった答案が多く見られた。（33d）を用いてき
ちんと英訳できた学生は10人［20%］しかいなかった。この課題は今回取り上げた他
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の課題と比較しかなり難しいと思われ，（33e）に見られる苦し紛れのめちゃくちゃな
英訳や（33f），（33g）に見られるように解答を避けた事例が多かったのが特徴的であ
る。金子（1991）の指摘が的を射ているように思われる。
課題の英訳だが，まず，（34a）のように「私は大学を卒業した後教師になりました。」
という日本語を英訳させ，次に，「２年後に」は「２年」が「後に」という副詞を修
飾しているので，その直前に two years を置くという指導をすれば（34b）のように
正しい訳が得られる。
（34）ａ．I became a teacher after I graduated from college.
ｂ．I became a teacher two years after I graduated from college.
このように指導すれば，この two years は一見名詞に見えるが，副詞を修飾している
ので副詞であるという事実まで説明できる。しかしながら，英訳結果から見ると，こ
のような指導は学校ではほとんどなされていないように思われる。
12．まとめ
本稿では，大学生が書く英語の問題点について個々の事例を具体的に検証を行った。
さらに，その結果を日本の英語教育の視点から考察した。課題４，課題９の出題意図
２，３，課題９のように，予想していたよりもはるかに習得されていた英語表現もあ
ったが，全体として，予想通りの結果が得られた。個々の事例で明らかになった事実
を整理すると，日本人英語学習者が頻度の低い表現，誤った表現，不自然な表現を習
得してしまう原因や，逆に，英語母語話者が普通に用いる表現を習得していない原因
は（35）の３つに要約されることがわかる。
（35）ａ．母語である日本語の干渉により，学習者が書く英語表現が日本語に引き
ずられてしまう。
ｂ．英語教師が英語表現に関する正しい認識（知識）を欠き，正しい自然な
表現が十分指導されていない。
ｃ．英語母語話者が普通に用いる一部の英語表現の掲載が教科書になく，そ
のような表現が全く指導されていない。
注
１）「英作文Ⅰ」は都留文科大学英文学科の１年次向け専門科目であるため，履修者
はほとんどが英文学科の１年生である。
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２）「英作文Ⅰ」の１クラスの履修者数は約30人である。今回は私が担当している２
クラスを対象に「英作文基礎力診断テスト」を実施し，50の解答を得た。後で判
明したことだが，実は，履修者のなかに，フィリピンで教育を受け，日本の高校
を卒業した２人（姉妹）が含まれていた。逆に，このことにより明らかになる事
例もあることが判明したため，今回の集計にはこの２人の解答も含めることにす
る。
３）「定冠詞＋可算名詞複数形」という形は，一般的には総称表現（総称名詞句）に
ならないとされるが，ごくまれに総称表現になる場合がある。ただし，like の目
的語の場合は不可である。荒木・安井（1992: 606）の generic number（総称数）
の項の該当部分を¡）に引用する。
¡）総称名詞句の中では最も制限された型で，宗教・政治・国家・社会・職業
などの性格を帯びたグループに関する一般的な事実を述べるためだけに用
いる。したがって，The tigers are ferocious beasts./The roses need
water./The pianos are splendid instruments.などの文の主語名詞句は総称
的でなく特定的な解釈を受けるのが普通である。また，The redwoods
must be preserved forever.（アメリカスギは永久に保護されなければなら
ない）/Save the whales.（鯨を救え）のような例外がある。（cf. Celce-
Murcia & Larsen-Freeman, 1983）.
４）課題５は一見易しそうに見えるが，この this の用法や大きさに関する英語表現
が学校でほとんど教えられていないため，かなり多くの誤文の解答が得られた。
正解も含めて全解答を分類して™）に提示する。
™）ａ．this size：30人［60%］（Is it this size?：２，Is it about this size?：
２，Is this the right size?：１，Is it a size like this?：１，Is it size
like this?：１，Is it’s size like this?：４，Is its size like this?：１，
Is the size like this?：２，Is it a size of this?：２，Is it size such a
this?：１，Is this such size?：１，Is this the size same?：１，Is
this about size?：１，Is the size has this?：１，The size of that is
this?：１，Is the size about this?：１，The size you said is like
this?：１，Is it how size?：１，Do you like this size?：１，Is this
size?：１，How about this size?：１，What is the size?：１，Do you
need that size of it?：１）
日本の大学生が書く英語の問題点―日本の英語教育の視点から
17
ｂ．this big：４人［８%］（内２人は海外出身者）（Is it this big?：１，Is
it about this big?：１，Is it supposed to be this big?：１，Do you
mean this big?：１）
ｃ．その他：10人［20%］（Is it as large as this?：１，Is that big like
this?：１，How big is it?：２，How large is this?：２，How large
about that?：１，Is that such large?：１，Is it about big?：１，Is
this proper length?：１）
ｄ．無回答：７人［14%］
５）藤井（2009：48-50）は当該の現在完了形が学校文法で言う「継続」の意味と
「経験」の意味に曖昧だという指摘をしているが，私が質問したアメリカ人イン
フォーマントは「継続」の意味しか認めず，曖昧性を否定した。
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